






















 吾 妹 兒 尓  戀 乍 不有 者  秋 芽 之  咲 而 散 去 流 
わぎ も こ に こひ つつ あ ら ず  は あき はぎ の さき て ちり ぬ る
 花 尓 有 猿 尾 （巻第二・１２０）
はな に あら まし を
 高 圓 之 　野  邊  秋 芽 子 　 徒 　 開 香 将 散 
たか まと の の へ の  あき は ぎ いたづらに さき か ちる らむ














































































ツトイフコトナリ。 萌 コヽロナリ。８ 
キサス
　歌中の「モエイツ（萌出）」という語につい
て、「ヲヒイツ（生出）ということである」と
換言による義注を施し、また「萌（キザス）
意味である」とも説く。これは「もゆ（萌）」
という語義を、「おふ（生）」・「きざす（萌）」
という同義・類義関係の中に定位する注釈だ
と言える。この三者がどのように裏付けられ
るのか、古辞書を検索してみる。
　類聚名義抄には、「牙」字の和訓に「キバ・
キザス・ヲヒテタリ」とあり、「芽」字の和訓
に「キザス」とあり、「萌」字の和訓に「キザ
ス・モユ」とある。色葉字類抄には、「萠」字
の和訓に「キサス」を挙げ、また別に「モユ」
とも訓んで「萠〈草木始生也〉」と記述する。
伊呂波字類抄には、「萠〈キサス　―牙也〉」・
「萠〈モユ　草木始生也〉」と見える。かくし
て、実に大まかではあるが、古辞書における
漢字と和訓との対応が、個々の語のみに留ま
らず他の語との関連に及び、語彙としての様
相を示すという観点から、おおよそ「もゆ
（萌）」・「おふ（生）」・「きざす（萌）」三者の語
義に体系性が認められようと思われる。
　古辞書はそれ自体が貴重な文献であり、古
代の言語生活を知る上で欠かせない存在であ
る。古辞書研究の進展は、精緻な索引を生み
出す等、利用の便宜を向上し続けてもいる。
ただし今なお不明な点もあり、古辞書の活用
に際しては細心の注意が必要である。９　古辞
書の意義を知り、その価値を一層明らかに活
用することが求められている。
１・２ 山田俊雄『日本のことばと古辞書』（三省堂、
２００３年）
３  静嘉堂編（雄松堂フィルム出版、１９８６年）
４ 本文は、佐竹昭広・小島 憲之・木下正俊『補
訂版 萬葉集 本文篇』（塙書房、１９９８年）によ
る。
５ 巻第二（中央公論社 、１９８３年）
６ この段は、山田孝雄『国語学史要』（岩波全書
５８、岩波書店、１９４０年）における「四　歌学の
興起と国語字書の出現」を摘要する。
７ 黒田彰子・大秦一浩「和歌童蒙抄輪読二」『愛
知文教大学比較文化研究』８、２００６年。底本
は尊経閣文庫本。
８ 黒田彰子・大秦一浩「和歌童蒙抄輪読三」『愛
知文教大学論叢』１０、２００８年。
９ 大槻信「古辞書を使うということ」『国語国
文』８４―４（臨川書店、２０１５年）において、古
辞書の利用に関する問題が詳述されている。
